
図１．原子炉径方向の構造材温度分布の変化 

 

高温ガス炉の確率論的安全評価手法（確率論的リスク評価手法）の開発 

(2)ソースターム評価手法の開発 

Probabilistic Risk Assessment Method Development for High Temperature Gas-cooled Reactors 

(2) Development of Source Term Evaluation Method 
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設計基準を超える地震時のソースターム評価手法や静的機器損傷時の熱流動特性評価結果を報告する。 
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１．緒言 高温ガス炉の確率論的リスク評価（PRA）手法の確立に向けて、静的機器損傷時のソースター

ム評価手法の開発を進めている。本発表では、ソースターム評価計算コードシステム概要と地震起因で１

次系配管破損に原子炉停止機能喪失が重畳する事象発生時の原子炉熱流動特性評価結果を報告する。 

２．ソースターム評価計算コードシステム 

 ソースターム評価計算コードシステム

（表１）を用い、地震での損傷形態に基づ

く機器幾何形状や過渡条件等を入力とし

て、プラント外へ放出されるソースターム

を求める。原子炉熱流動特性評価における

炉内黒鉛構造物損傷は、結晶粒の最密充填

を仮定し、有効熱伝導度を有効媒質理論[1]と Selengut相関式[2]の組み合わせで、流動抵抗を Ergunの式[3]

で評価する。 

３．原子炉熱流動特性評価 RELAP5-3Dを用いて、設

計基準を超える地震発生時に想定される、１次系配管

破損に原子炉停止機能喪失が重畳する事象について、

モデルプラントの原子炉熱流動特性評価を実施した。

解析結果から、当該事象について、選定した計算コー

ドはソースターム評価に必要な冷却材流量や温度、圧

力、空気質量分率、並びに、構造材温度分布（図１）

を評価できることが示された。今後は、地震起因によ

る緩和設備の多重故障や炉内黒鉛構造物の損傷を考慮し

た評価を進める。 
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表１ ソースターム計算コードシステム体系
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